
診断や支援を拒む方、そしてご家族へ（絵本のような冊子）

もしも
違和感を覚えている人が、自分
で病院や地域包括支援センター
に行こうと思えるように、認知
症という言葉をできるだけ使わ
ない絵本のような冊子を作りま
した。（B5カラー　45ページ）

認知症の人とご家族へ（認知症カフェ啓発リーフレット）

私たちの認知症カフェ
認知症の診断直後の方、またそのご家族に専門職の
皆さんからお渡しください。
認知症カフェとは何か？　認知症カフェとサロンの違
いを簡単にわかりやすく紹介したリーフレットです。
（A4カラー　4ページ）

認知症も診断されたときから始まるのではありません。 認知症かそうでないかは実際には線引きはできません。あなたの人
生を自然に歩むことが大切です。 少しの工夫と助けを使って。あなたが、病院に行くのは認知症の診断のためではありません。 
自分らしく生きるためのヒントをみつけるためです。（本文より抜粋）

認知症カフェの企画運営をする方へ（認知症カフェ事例集）

よくわかる！
地域が広がる認知症カフェ

認知症カフェは、始めることよりも続けることが大変
だと言われています。集合団地で、高齢化率が高い
地域で、人口が少ない地域で、施設でetc　どのよ
うに運営して継続しているのかを特徴別に19事例を
紹介しています。（A4カラー　95ページ）

～地域性や人口規模の事例から～

認知症の人と家族の「空白の期間」を満たされた期間にするための冊子

平成30年度老人保健健康増進等事業　
認知症カフェを活用した高齢者の社会参加促進に関する調査研究事業　　　
認知症の人の家族等介護者への効果的な支援のあり方に関する研究事業

よくわかる！
地域が広がる
認知症カフェ

地域性や人口規模の事例から
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永山南きづなカフェ
1　地域住民との協働で継続している認知症カフェ

❶開 始 年  2016 年

❷運 営 団 体  永山南きづなカフェ実行委員会

❸開 催 場 所  永山住民センター

❹開 催 日 時  毎月第 4水曜日　13：30 ～ 15：30

❺費　　　用 参加費 100 円（子供は無料）

❻来 場 者 数   毎回約 30 ～ 35 人（地域の方 25 人程度、認知症の方 2 ～ 3 人、介護者 1 ～ 2 人、
専門職 1～ 2人、ボランティアの方 7～ 8人）

❼運 営 者 数  毎回 10 人程度（地域住民 4人、多職種・多法人専門職 5～ 6人）

❽プログラム カフェタイム （ケアラーや認知症に関する無料相談・プレイコーナー設置） 
 35～45 分 
 ミニレクチャー （介護予防体操、脳トレ、保育園等交流、ふまねっと、サークル活動団体） 
 60～75 分 
 カフェタイム （ケアラーや認知症に関する無料相談・ボランティアの方と一緒に過ごす） 
 30～45 分

認知症カフェの概要

地域の概要

認知症カフェ開催の場所の経緯と理由

認知症カフェ開催場所までのアクセスや来場方法

　旭川市内で唯一、地区社会福祉協議会・民生児童委員・市民委員会の各団体が協力し連携強化を図るため「永山南き
づな連絡協議会」を立ち上げました。この地区では、地域活動（サロン活動 3ヶ所、運動リハビリと認知症予防の自主
サークル等が 9ヶ所）がとても活発で、2019 年 4月からは、認知症等による行方不明者への捜索システム（ネットワーク）
の準備をしています。必要に応じ新旭川・永山南地域包括支援センターが後方支援を行っています。

　当初、福祉関係機関（施設交流スペース）も検討しましたが、施設の広さや場所代、駐車場の問題など総合的に考え
た結果、誰もが名称だけで分かる場所が一番良いのではないかという意見が多く、住民センターを活用することになり
ました。

　国道や環状線沿いのため、交通量が多いことや住民センター前にバス停があるためアクセスしやすい立地です。徒歩
で来場される方がほとんどですが、駐車場も広いので自家用車や施設福祉車両で来られる方もいます。

旭川市人口338,000人 高齢化率32.9％（永山南地区人口 19,000 人弱　高齢化率 31.0％）
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Q1開設資金はどのように捻出しましたか？

Q2運営費はどのようにしていますか？

Q3あなたの地域課題の克服の方法 

2014 年度から「永山南きづな連絡協議会」が発足し、「地域住民が安心して暮らせる街づくり」を掲
げているため、地域地縁組織からのバックアップがありました。準備委員会になっている福祉関係機
関や地域包括支援センターから最低限の必要物品を持ち寄り補充し、住民センターの物品を無料で貸
し出して頂きました。

参加費として 100 円集めています。「永山南地域福祉実践 3ヶ年計画」に基づき準備したので、市社
協から地域特性を活かした事業として補助金がありました。また、旭川市
には、まちづくり推進協議会が市内を 15 圏域に分けて設置され、地域住
民の主体的取組と自主運営化に向けて後方支援を行う協議会があります。
当圏域の永山まちづくり推進協議会に問題提起し、地域に根付くまで運営
費や広報含め事業計画を立案し、5万円バックアップして頂きました。

地域の担い手側も高齢化し、役員を重複して担っている方々も増えています。「地域は地域で守りま
しょう」「我が事丸ごとの共生型」と伝えたとしても、地域住民の方は理解できず「これ以上忙しくなっ
たら…」と精神面含め負担が強くなる一方だとおもいます。勿論、地域の意識醸成は必要なアクショ
ンです。あくまでも地域が主体的に取り組んでもらう為の仕掛け作りが一番大切なことなので、「急
がず、2～ 3年かかっても時間を費やし、地域を広げ過ぎず小規模単位」で、地域を巻き込みながら、
しっかり懇談会が行えることが重要だと考えています。

A

A
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これから始める認知症カフェ編

準備その① 発想や始まりの契機、地域への理解や協力の方法は？
　2014 年に永山南地区社会福祉協議会が主体となり、永山南地域すべての住民に対して「生活での困りごと等について
アンケート」を実施しました。抽出された地域課題に対して、当地域包括支援センターも協力し、地域ケア会議を行い
ながら「永山南地区社会福祉協議会地域福祉実践 3ヶ年計画」を策定しました。計画の具体策の中に認知症カフェを盛
り込み、高齢者だけでなく障がい者や子供も含めた共生型で検討することになりました。

準備その② 運営方法やプログラムを決めた経過は？
　地域住民（地区社協、民生委員、市民委員会）と福祉関係機関と協力し、準備委員会を
立ち上げました。準備委員会の中で認知症カフェの目的やメリットに関して合同勉強会を
行いつつ、「人・場所・お金」と大きな検討内容の枠組みを作成して、4月～ 6月計 3回の
プレオープンを行い、その際、アンケートを行い、参加者の率直な気持ちや本当に認知症
カフェが居場所として必要かどうかを評価しました。

開始期 実際にスタートする準備、どのように広報を行った？
　準備委員会の中で開催時間帯や参加費、場所と場所代、お菓子類や飲み物、コーヒーメーカー、コップ、案内文の作成、
参加された方が少しでも身になるミニレクチャー等を役割分担して準備を行いました。開催する事が目的にならないよ
うに、カフェ機能とボランティア活動のマッチングも考慮しました。準備委員会には、社会福祉法人の特養やグループホー
ムの協力もあったため、チラシの紙を 500 枚程持ち寄り、地区社協で案内文の印刷を安く行うことができ、プレオープ
ンとして永山南地域に全戸配布しました。
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カフェ開催日に、町内会の協力にて地
域に 30 本近く立てられる「のぼり旗」

実行委員メンバーと地域役員の方々。一緒
に準備から行い、開催時も楽しんでいる
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あなた自身の人生 

～違和感を覚えるあなたへ～

その 3

どのように生きるかを
選択するのはあなた自身です

認知症は、見えない病気です。

精神科や神経内科、脳神経外科、老年科などであれば、

どこでもよいというわけではありません。

なので、専門の医師に診てもらう必要があります。

認知症にくわしい医師は、

地域包括支援センター※や行政の高齢者福祉課、

介護保険担当課等に行くとわかります。

そのときは、「最近もの忘れが気になるのです」と話をしてみましょう。

すると、専門の病院を紹介してくれたり、役立つ冊子をもらえるはずです。

地域包括支援センターのスタッフや行政の職員は、

あなたの支えになってくれるはずです。

あなたには、

あなたの人生をどのように生きていくかを選択する権利があります。

※地域包括支援センターは、介護保険にかかわる相談窓口です。専門職がいてさまざ
まな情報もあります。地域によっては「高齢者サポートセンター」「シニアサポート
センター」などの名称のところもあります。

こちらより
全文ダウンロードすることができます。

認知症介護研究・研修仙台センター
〒989-3201　仙台市青葉区国見ヶ丘 6 丁目 149-1
TEL. 022-303-7550　http://www.dcnet.gr.jp/　担当：矢吹、工藤

作成者／問合せ先

気になるようでしたらお読みください

もしもも
し
も

気になるようでしたらお読みください

DC-NET　もしも認知症
パソコンでは、

と検索してください。


